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越前町役場新庁舎 入庁式
イベント・行事の開催について 新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。

最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。



越前町役場  新庁舎
11月9日（月）　全館業務開始

　
こ
の
た
び
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
越
前
町
役
場
新
庁
舎
が
完

成
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
つ
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
た
も
の
と
心
に
深
く
感
じ
入
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
新
庁
舎
は
、
行
政
拠
点
施
設
と
し
て
耐
震
性
能
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
本
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
存
在
感
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
、
越
前
焼
や
町
産
材

を
活
用
し
、
4
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
」、 「
町
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
庁
舎
」、 「
機
能
的
で
効
率
的
な
庁
舎
」、 「
環
境
と
経
済
性
に
配
慮
し

た
庁
舎
」
の
も
と
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
町
民
の
皆
様
が
よ
く

利
用
す
る
窓
口
部
門
を
1
階
フ
ロ
ア
に
集
約
、
部
門
毎
に
色
分
け
さ
れ
た
案
内
サ
イ

ン
に
よ
り
分
類
す
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
く
、
訪
れ
や
す
い
新
庁
舎
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
を
は
じ
め
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

防
災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
交
流

の
場
、
賑
わ
い
の
場
と
し
て
広
く
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
新
庁
舎
の
完
成
を
契
機
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
質
の
高
い
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
力
で
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
と
い
た
し
ま
し
て
、
11
月
9
日
か
ら
、
新
庁
舎
で
の
全
面
的
な
業
務

開
始
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
着
実
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に

は
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
新
庁
舎
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
と
し
て
、
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
続
け
る
新
た
な
拠
り
所
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、「
人
と
技 

海
土
里 

織
り

な
す 
快
適
な
ま
ち
」
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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　エントランスホールの床に越前焼タイルを敷き詰め、天井は吹き抜けとなっ
ています。町産材の活用により、内装木質化がほどこされ、木の温もりを感じ
ることができる開放的な空間を創り出しています。また、広 と々したイベントス
ペースは、中庭を眺めながらの休憩など様々な活用ができます。
　これまで別棟であった生涯学習センターを新たに渡り廊下で連結することに
より、会議室の共有化や利便性が向上しました。
　ゆったりとしたロビーと執務室の間には、プライバシーに配慮した窓口カウン
ターを備え、町民のみなさまの利用頻度が多い業務を１階に集約しました。

　大会議室は可動間仕切りを設けることで、2部屋としても利用することができ
ます。
　町長室のエリアには、応接室や大会議室、エレベーターを配置することで機
能的な導線を確保しました。
　会議室は５室設け、可動間仕切りによりフレキシブルに部屋の広さを変える
ことができます。
　本庁舎2階からも生涯学習センター2階へ、渡り廊下で直接行き来すること
ができます。ガラス張りの開放感あふれる渡り廊下をご利用ください。

　議場は、街並みを望める南側中央に設け、場内の天井吹抜け部分の木製
ルーバー、壁、椅子については町産材の杉を使用しており、越前町の自然を感
じることができます。議場正面には越前焼タイルを使用し、伝統工芸の素晴ら
しい魅力を発信します。傍聴席には、車いす利用者のためのスロープや専用ス
ペースを設けるなど、バリアフリーに対応しています。
　３階からエントランスホールの吹抜けを眺めると、市松模様の越前焼陶板を
使用したルーバーが設置してあります。越前焼陶板は、直射光を遮るカーテン
となり、やわらかい光を注いでくれます。
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9
月
12
日
、
移
住
や
二
地
域
居
住
に
興
味
が

あ
る
人
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
を

開
き
ま
し
た
。
第
1
回
目
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

先
輩
移
住
者
で
あ
る
宿
区
の
善
性
寺
住
職
、
山

田
靖
也
さ
ん
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
地
方
移
住
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
今
年
は
移
住
に
関
す
る
相
談
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
都
市
圏
で
の
移
住
相
談

ブ
ー
ス
の
出
展
が
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
相

談
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
く
、
今
後
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住
相
談
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
平
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
窓
口

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
30
日
、
泰
澄
の
杜
体
験
農
園
で
糸
生
小

学
校
の
3
・
4
年
生
24
人
が
稲
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
収
穫
し
た
の
は
、
古
代
米
の
一
種
で

あ
る
黒
米
で
、地
元
の
老
人
会
「
小
倉
福
寿
会
」

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
大
き
く
実
っ
た
稲
穂

を
鎌
で
刈
り
取
り
、
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
期
の
足
踏
み
式
脱
穀
機
の
操
作

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
針
金

付
き
ド
ラ
ム
が
回
転
し
、
事
前
に
干
し
た
稲
の

束
を
乗
せ
る
と
、
も
み
が
勢
い
よ
く
落
ち
て
い

く
様
子
を
、
児
童
た
ち
は
興
味
深
く
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
黒
米
は
、
町
内
小
中
学
校
の
給
食

に
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
9
月
27
日
、
気
比
庄
区
の
新
調
さ
れ
た
あ
ん

ど
ん
山
車
「
朝
倉
義
景
公
」
の
試
験
点
灯
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
山
車
は
、
山
車
を
ひ
く
若

者
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
同
区
が
、
祭
り
の

魅
力
を
見
つ
め
直
し
、
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
青
森
県
五
所
川
原
市
の
ね

ぷ
た
職
人
で
あ
る
福
士
裕ひ

ろ

朗あ
き

さ
ん
に
制
作
を
依

頼
し
た
も
の
で
す
。

　
気
比
庄
区
に
は
、
義
景
公
の
側
室
が
同
区
を

訪
れ
た
際
に
産
気
づ
き
、
地
元
の
女
性
の
働
き

で
無
事
に
男
の
子
を
出
産
し
た
と
の
言
い
伝
え

が
あ
り
、
新
し
い
山
車
に
は
子
ど
も
を
抱
く
義

景
公
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
気
比
庄
区
の
山
車
責
任
者
、
清
水
豊
之
さ
ん

は
「
新
調
さ
れ
た
山
車
を
き
っ
か
け
に
若
い
人

が
地
元
を
誇
り
に
思
い
、
来
年
の
あ
さ
ひ
ま
つ

り
に
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
契
機
に
な
れ
ば
嬉

し
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
9
月
24
日
、
住
民
環
境
課
窓
口
で
不
審
者
対

応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
鯖
江
警
察
署
生
活
安

全
課
の
指
導
の
下
、
不
審
な
行
動
を
と
る
来
庁

者
と
の
対
応
や
刃
物
な
ど
凶
器
を
持
っ
て
い
る

場
合
の
警
察
へ
の
通
報
、
来
庁
者
の
安
全
確
保

と
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
初
め
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
不
審
者
と
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
凶
器
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
警
察
へ
通
報
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
非
常
事
態
に
備
え
、
組
織
内
で
の
役

割
分
担
を
明
確
に
す
る
重
要
性
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
を
開
き
ま
し
た

古
代
米
を
収
穫
し
ま
し
た

気
比
庄
区
の
あ
ん
ど
ん
山
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

不
審
者
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

▲ウェブ会議ツールを使って移住相談を受ける山田住職と職員

▲足踏み式脱穀機に初挑戦▲新調された気比庄区のあんどん山車「朝倉義景公」▲朝日野球スポーツ少年団のみなさん ▲田村民男さん

　
10
月
12
日
、
県
庁
で
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
教
育
功
労
に
よ
り
田
村
民
男
さ
ん

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
村
さ
ん
は
昭
和
28
年
に
教
員
と
な
り
、
平

成
5
年
に
織
田
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
美
術
指
導
に
情
熱
を
注
が

れ
、
児
童
生
徒
の
感
性
や
表
現
力
の
育
成
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
平
成
5
年
10
月
か
ら
8
年
間
、
旧

織
田
町
教
育
委
員
や
教
育
委
員
長
を
務
め
ら

れ
、
町
の
学
校
教
育
の
充
実
発
展
、
教
育
行
政

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
越
前
町

歴
史
資
料
館
等
運
営
協
議
会
委
員
長
や
福
井
県

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　
田
村　
民
男
さ
ん

民
文
化
祭
運
営
委
員
な
ど
も
務
め
ら
れ
、
郷
土

文
化
の
振
興
・
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

男女共同参画・人権のとびら Vol.49

　職場でのいじめ、ストーカー、セクシャルハラスメント、夫やパートナーからの暴力。
ひとりで悩まず、相談してください。秘密は、厳守します。
　「女性の人権ホットライン」は、悩みを持った女性が気軽に相談できる専用の電話相
談窓口で、法務局職員または人権擁護委員が相談に応じます。

11月12日から18日は
「女性の人権ホットライン」強化週間です

人権イメージキャラクター
人 KEN まもる君

受付時間 　11月12日（木）、13日（金）、16日（月）、17日（火）、18日（水）は
　	 午前8時30分〜午後7時まで
	 11月14日（土）、15日（日）は午前10時〜午後5時

相談窓口 	 ☎0570‒070‒810
問合せ先 	 福井地方法務局 人権擁護課

	 ☎0776–22–4210

人権イメージキャラクター

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

撮
影　
堤 

邦
夫

　

10
月
17
日
、
桜
橋
総
合
運
動
公
園
野
球
場

（
南
越
前
町
）
で
、
高
円
宮
賜
杯
第
40
回
記
念

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
福
井
県
大
会
の
準
々
決

勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
丹
生
郡
代
表
の
朝
日
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
神
明
サ
ン
ダ
ー
ス
と

対
戦
し
、
接
戦
の
末
惜
し
く
も
敗
れ
、
ベ
ス
ト

８
と
な
り
ま
し
た
。

三
谷
勇
揮
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
チ
ー
ム
全
員
、
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

監
督
、
コ
ー
チ
、
そ
し
て
応
援
し
て
く
れ
た
み

な
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
円
宮
賜
杯
第
40
回
記
念
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
福
井
県
大
会

マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は29日（日）、夜間延長窓口は5日（木）、13日（金）です。
ご予約は、前開庁日の5時までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

持ってほしイ〜ナ  マイナちゃんの「 マイナンバーカードは、○○の人におすすめ！」
今月は、『子だくさん家族』の人におすすめ！マイナポイントは、１人5000円分のポイントがもらえます。マイナポイントは0歳から申し込み
できますから、お子さんの数が多い人ほどお得です。15歳未満のお子さんのポイントは、親のキャッシュレス決済に紐づけできます。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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秋の火災予防運動が始まります秋の火災予防運動が始まります
消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  9月16日〜10月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和２年度	 除雪車格納庫建設工事（その１） 江 波 4,048,000 山内建設㈱ 地域創生室
令和２年度	 除雪車格納庫建設工事（その２） 織 田 4,455,000 坂口木材㈱ 地域創生室
令和２年度	（県単）金谷地区農業用用排水施設整備工事 金 谷 4,873,000 ㈲細川電工 農林水産課
令和２年度	（県単）中・大王丸地区農業用用排水施設整備工事 中 4,906,000 ㈲オタ商事 農林水産課
令和元年度（繰） 農村地域防災減災事業江波２廃ため池工事 江 波 10,648,000 國成建設㈱ 農林水産課
令和２年度	 渡り鳥保護センター解体工事 笈 松 6,173,200 丸善工務店㈱ 農林水産課
令和２年度	 越前陶芸村文化交流会館特定天井改修工事 小 曽 原 38,500,000 オタ建設㈱ 商工観光課
令和２年度	 越前陶芸村文化交流会館空調改修工事 小 曽 原 25,850,000 オタ建設㈱ 商工観光課
令和２年度	 町道朝日・内郡線道路改良工事 内 郡 3,613,500 ㈲江指組 建 設 課
令和２年度	 道路橋定期点検業務 内 郡 ほ か 2,618,000 ㈱サンワコン 建 設 課
令和２年度	 新橋ほか橋梁補修詳細設計業務 小曽原ほか 8,228,000 ㈱サンワコン 建 設 課
令和２年度	 町道宇呂２号支線道路改良工事（その１） 八 田 3,186,700 前田建設㈱ 建 設 課
令和２年度	 町道宇呂２号支線道路改良工事（その２） 八 田 5,498,900 斉藤建設㈱ 建 設 課
令和２年度	 白浜地区砂防施設改修工事 高 佐 3,267,000 橋本建設㈱ 建 設 課
令和２年度	 宮崎中学校屋外運動場改修工事 樫 津 2,540,890 坂下興業㈱ 学校教育課
令和２年度	 朝日小学校屋内運動場屋根改修工事 天 王 35,530,000 ㈱大生 学校教育課

　
自
分
の
人
権
・
他
人
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
か
？

　

人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
話
を
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち

が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

日　
　
時　
12
月
1
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
越
前
町
役
場

　
　
　
　
　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
今
回
は
2
か
所
で
実
施
し
ま
す
）

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

　
町
内
に
あ
る
空
き
家
な
ど
の
建
物
の
所
有
者

や
管
理
者
を
対
象
に
、
空
き
家
な
ど
の
建
物
の
維

持
管
理
・
利
活
用
や
相
続
等
の
諸
問
題
で
お
困
り

の
内
容
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時

　
11
月
24
日
㈫　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
3
時
15
分
ま
で
）

会　
　
場

　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
　
象

空
き
家
を
お
持
ち
（
今
後
、
空
き
家
を
所
有

す
る
見
込
み
人
を
含
む
）
で
、
管
理
や
処
分

方
法
な
ど
に
お
困
り
の
人

空
き
家
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

内　
　
容

司
法
書
士
・
宅
地
建
物
取
引
士
・
建
築
士
が

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
1
組
20
分
程
度
）

※
相
談
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
登
記
簿
、
納
税
通
知
書
、
図
面
、
間
取
り
、

権
利
関
係
や
相
続
関
係
が
分
か
る
も
の
を

お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
に
協
賛
し
、
相
続
税
な
ど
の
身
の
周
り

の
税
金
に
つ
い
て
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
11
月
17
日
㈫　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

「
税
を
考
え
る
週
間
」
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

場　
　
所

　
市
民
プ
ラ
ザ
た
け
ふ
３
階
中
会
議
室
１

　
（
越
前
市
府
中
）

問
合
せ
先

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部　
事
務
局　
毛
利

　
☎
０
９
０‒

７
０
８
３‒

５
８
４
１

越前町職員採用試験（第２次募集）のお知らせ

問合せ先　総務課　人事係　☎34‒8700

試験職種 採用予定人員※ 受験資格（①②の要件を満たすこと）

保育士 2人 ①平成3年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた人
②保育士の資格取得者または令和3年3月31日までに資格取得見込みの人

保健師 1人 ①平成3年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
②保健師の資格取得者または令和3年3月31日までに資格取得見込みの人

※申込状況、試験結果等によっては、採用人数が変更になる場合があります。

令和3年4月採用予定

日　　時 	 11月28日（土）　午前10時〜　　　 場　　所 　越前町役場

試験方法 	 作文試験、面接試験　　　　　　　　 申込期間 　11月10日（火）まで
※総務課窓口で申し込みする場合は、土日・祝日を除きます。
※受付時間は午前８時３０分から午後５時１５分まで。
※郵送の場合は、１１月１０日（火）までの消印があるものに限ります。

申込方法 	 採用試験案内をご確認のうえ、必要書類を総務課へ提出してください。
採用試験案内および申込書は、総務課窓口で配布します。
採用試験案内については、町ホームページからもダウンロードできます。
町ホームページの電子申請画面から直接、試験申込書を提出することもできます。

合格発表 	 １２月中旬を予定。ホームページに掲載するほか、合格者に通知します。

実際に火災が発生した事例

　11月9日（月）から15日（日）は秋の火災予防運動週間です。この期間は、防火防災に関する意識を
高めていただくことで、火災の発生を未然に防ぎ、尊い命と貴重な財産を守るために実施しています。
　これからの季節に使用する物で発生した火災の事例を紹介します。みなさんも火の取扱いは十分
に注意してください。

ストーブ自前修理
【原因】　ストーブが壊れてしまい、以前に使用して
いたストーブの部品を代用し自前で修理した。しか
し、規格が合わずストーブ本体から発火した。
【対策】　ストーブが
壊れた場合は自前で直
さず、取扱い専門店に
修理依頼すること。

カセットボンベ
【原因】　調理中にシンク内で使用済のボンベのガス
抜きを行った。しかし、そのボンベは新品であった
ため調理していた火に引火し爆発した。
【対策】　火の気のない、風通しの
良い環境でガス抜きを実施するこ
と。空になったボンベだと分かり
やすいように目印を付けること。

エアコン清掃
【原因】　エアコンを洗浄する際に使用したスプレー
がエアコン内部の基盤に付着し、普段電気が流れて
いない部分に電気が流れ、ショートし出火した。
【対策】　エアコンを清掃する
際はお使いのエアコンの取扱
説明書に記載された注意事項
をよく読み、間違った洗浄を
しないこと。

ロボット掃除機
【原因】　ロボット掃除機が電気ストーブを勝手に押
して可燃物に接触して火災が発生した。
【対策】　ロボット掃
除機を使用する部屋
では、電気ストーブ
の電源を入れたまま
にしないこと。

町からのお知らせ
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児
童
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
児
童

虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
も
全
国
と
同
じ

よ
う
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
予
防
か
ら
、
発
生
時
の
迅
速
で

的
確
な
対
応
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

ま
で
、
切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
、
福
井
県
総
合
福
祉
相

談
所
や
鯖
江
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
町
の

関
係
部
署
か
ら
な
る
「
越
前
町
要
保
護
児
童
対

策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
児
童
虐
待
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』で
す
。

町
で
も
広
報
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
常
の
中
で
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
サ
イ
ン

【
子
ど
も
】

◦
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
や
保
護
者
の
怒
鳴

り
声
が
す
る

◦
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

◦
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
、
臭
う

◦
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

◦
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る

児
童
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う　
『
１い

ち

８は
や

９く  

知
ら
せ
て
守
る  

こ
ど
も
の
未
来
』　

【
保
護
者
】

◦
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る

◦
子
育
て
に
強
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

◦
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
外
出
し

て
い
る

◦
子
育
て
に
関
し
て
拒
否
的
・
無
関
心

◦
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明
を

す
る

『
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
』

『
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
』

『
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
』

　
あ
な
た
の
1
本
の
電
話
で
、
救
わ
れ
る
子
ど

も
や
保
護
者
が
い
ま
す
。
す
ぐ
に
相
談
窓
口
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で

す
。
な
お
、
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
　相

談
窓
口

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
１い

ち

８は
や

９く

　
福
井
県
児
童
相
談
２
４
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
４‒

３
６
５
４

　
福
祉
課

　
　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
３
４‒

８
８
２
１

あなたのそばに、相談できる場所があります
「ひきこもり」のことで、お困りごとはありませんか？

　「長い間働かず、ずっと家にいる」「家族がひきこもりになっている」など誰にも相談できずに悩んでいませんか。
　自分一人や家族だけで悩みを抱えるのではなく、相談することが回復への第一歩です。まずは福祉課にご相談ください。
　「町内では身近すぎて抵抗がある…」という場合は、ひきこもり地域支援センターやフリースペース、家族会などで相談するこ
ともできます。相談は無料で、知られたくない秘密は固く守られます。

集まり 例　　　　　　　　　　会 連  絡  先

ぬくもりの会
毎月第3金曜日　午後7時30分～ 9時45分 
越前市岡本公民館　
※毎回、福井県子育てマイスターの坂

さか

後
じり

医師が参加してくれます

五十嵐
☎090–7745–2980

同じ悩みを持つ親が集まっています。長年、支援に携わっているカウンセラー、医師、活気を取り戻した
子の親たちが親身に相談にのってくれます。

家
族
会

名　　　称 年齢層 フリースペース 住　　　所 連絡先
フリースペース
いっぽ 子ども～

中高年

月～金曜日
午後1時〜 5時 越前市府中2−7−19 えちぜん青少年

自立援助センター
西出　☎29−3637フリースペース

いっぽっぽ
月～金曜日

午後1時〜 5時（予約制） 鯖江市神明町1−8−13

スタッフが相談に応じ、居場所を提供しています。居場所に通うことで、仲間ができ、自信を回復したり、
外出することで生活リズムが整うなど、社会参加の一歩につながります。本

人
の
居
場
所

（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

担　　　当　　　機　　　関 連　絡　先
福祉課 ☎34−8725
福井県総合福祉相談所　ひきこもり地域支援センター ☎0776−26−4400

※ひきこもり以外の福祉に関する相談
についてもご連絡ください。

相
談
窓
口

ＬＩＮＥやチャットでも相談できます。詳しくは福井県ひきこもり・不登校支援情報サイトをご覧ください。▶

　
武
生
年
金
事
務
所
で
は
、
お
客
様
に
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
事
前
予
約
の
相

談
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
金
相
談

窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
さ
れ
て
い

る
年
金
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
来
訪
相

談
の
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
お
問

い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
付

し
て
い
ま
す
。

年
金
予
約
相
談
に
つ
い
て

「
来
訪
相
談
の
予
約
受
付
専
用
電
話
」

　
☎
０
５
７
０‒

０
５‒

４
８
９
０

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
☎
０
５
７
０‒
０
５‒

１
１
６
５

※
お
電
話
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
が
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
過
失
に

よ
る
け
が
で
保
険
証
を
使
っ
た
場
合
に
は
、
町

に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
で
病
院
に
か
か
っ
た
医
療
費

は
、
第
三
者（
加
害
者
）が
負
担
す
べ
き
も
の

で
す
が
、
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
健
が
一
時
的

に
立
替
払
い
し
、
治
療
が
完
了
し
た
後
、
ま
と

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

め
て
保
険
者
が
第
三
者
（
加
害
者
）
に
費
用
を

請
求
し
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
も
の
（
例
示
）

①
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
（
同
乗
中
の

事
故
や
自
損
事
故
も
含
む
）

②
け
ん
か
な
ど
不
当
な
暴
力
で
け
が
を
し
た
場
合

③
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
咬
ま
れ
て
け
が
を
し
た
場
合

④
施
設
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
し
て
、
成
人
式
を
挙
行

し
ま
す
。

日　
時　
令
和
3
年
1
月
10
日
㈰

受　
付　
午
前
10
時
30
分
～

式　
典　
午
前
11
時
～

場　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

対
象
者

①
平
成
12
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13
年
4
月
1

日
生
ま
れ
で
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

②
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

令
和
3
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

通
知
の
発
送　
11
月
下
旬

（
現
在
、
町
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
は
、

中
学
校
在
籍
時
の
住
所
に
発
送
し
ま
す
）

※
対
象
者
以
外
で
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
中
止・変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
の
一
環

で
、
障
が
い
者
向
け
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
す
。

　
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
時
の
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
に
不
慣
れ
な

人
、
社
会
経
験
が
短
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
就
労
支
援
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
11
月
17
日
㈫
、
18
日
㈬
、
25
日
㈬
、
26
日
㈭

　
12
月
10
日
㈭

　
各
回
す
べ
て
午
後
1
時
〜
4
時

　

気
比
庄
区
で
は
、
令
和
2
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受

け
、
気
比
庄
区
公
民
館
で
使
用
す
る
テ
ー
ブ
ル

や
イ
ス
な
ど
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と
し

て
、 （
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

　
地
域
創
生
室

　
☎
３
４‒

８
７
１
４

障
が
い
者
向
け
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
公
民
館
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

場　
　
所

　
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
（
福
井
市
下
六
条
町
）

対　
　
象

身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
が
い
者
手
帳
を
お

持
ち
で
、
就
労
意
欲
の
あ
る
人　

内　
　
容

　
履
歴
書
・
自
己
Ｐ
Ｒ
書
作
成
、
面
接
練
習

定　
　
員　
15
人

受
講
料　
無
料

申
込
締
切　
11
月
10
日
㈫

問
合
せ
先

　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
区　　分 平均年齢 平均給料月額※4 平均給与月額※5

一 般 行 政 職 ※3 43.8歳 310,500円 339,650円

技 能 労 務 職 54.8歳 275,000円 281,425円

※3　「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※4　「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における職種別での職員の平均給料月額です。
※5　「平均給与月額」とは、給料月額に、毎月支払われる扶養手当・住居手当・時間外勤務手当など諸手当の額を合計したものです。

■ 人件費の状況（令和元年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（令和2年1月1日現在） 歳出額

A
実質収支※1 人件費※2

B
人件費率

B/A

21,322人 13,626,076千円 600,827千円 1,865,895千円 13.7％

※1 「実質収支」とは、各年度決算の歳入額から歳出額を差し引いた額から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額で、自治体の実質
的な収支状況を表します。

※2 「人件費」には、職員給与のほか、町長など特別職の給与・議員報酬・退職手当組合負担金・地方公務員共済組合負担金などを含
みます。

■ 部門別職員数の状況（4月1日現在）

区　　　分
職　　　　員　　　　数 対前年

増減数平成31年 令和2年

一 般 行 政 部 門 181人 177人 △4人

教 育 部 門  52人  48人 △4人

普 通 会 計　計 233人 225人 △8人

公営企業等部門  25人  25人 0人

合 　 　 　 計 258人 250人 △8人

■ 職員の期末手当、勤勉手当の状況
　 （令和元年度支給割合）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 計

 6　月　期 1.30月 0.925月 2.225月

12　月　期 1.30月 0.975月 2.275月

計 2.60月 1.90月 4.50月

加算措置の状況 職務上の段階、職務の級などに
より加算措置があります。

■ 特別職の給料、報酬等の状況
　 （4月1日現在）

区　　　分 給料または
報酬月額

期末手当
（令和元年度支給割合）

町　　　長 880,000円    6 月期	 1.65月
  12月期	 1.70月
　   計	 3.35月
（加算措置20%）

副　町　長 680,000円

教　育　長 580,000円

議　　　長 320,000円    6 月期	  1.00月
  12月期	  2.05月
  　 計	  3.05月
［加算措置15%］

副　議　長 250,000円

議　　　員 240,000円

問合せ先　総務課　☎34‒8700

　越前町の人事行政の透明性、公平性を図るため、地方公務員法及び越前町人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例に基づき、町職員の給与や職員数などの人事行政の運営等の状況について公表します。

その他、職員手当・勤務条件・分限および懲戒処分・服務・研修・福祉・公平委員会
の状況については、　　町ホームページで公表しています。

人事行政の運営等の状況を公表します

■ 職員の平均給料月額
　 および平均年齢の状況（4月1日現在）

区　　　分 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 295,452円 37歳8月

■ 職員の期末手当・勤勉手当の状況（令和元年度支給割合）

期末・勤勉手当

組　　　　　　　合 国

期末手当　　　　勤勉手当
2.60月分　　　　1.90月分

期末手当　　　　勤勉手当
2.60月分　　　　1.90月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

■ 職員の初任給の状況
　 （4月1日現在）

一　　般　　行　　政　　職

大学卒 182,200円

高校卒 154,900円

■ 特別職の給料、報酬等の状況（4月1日現在）
区　　　　　分 報酬年額

組合議員

議　長 20,000円

副議長 18,000円

議　員 16,000円

区　　　分 報酬年額

消防団

団　　長 90,000円

副 団 長 70,000円

分 団 長 50,000円

副分団長 40,000円

班　　長 23,000円

団　　員 20,000円
災害支援
団　　員   5,000円

出動報酬 1 回につき　水火災　3,000円
警戒・訓練等　2,500円

問合せ先　鯖江・丹生消防組合　☎54‒9110

鯖江・丹生消防組合人事行政の運営等の状況

■ 人件費の状況（令和元年度一般会計決算）

住民基本台帳人口
（令和2年3月31日現在） 歳出決算額

A
実質収支 人件費

B
人件費率

B/A
90,557人 1,398,631千円 43,680千円 851,082千円 60.85％

（注）　住民基本台帳人口は、構成市町（鯖江市、越前町）の人口をいいます。
（注）　人件費には、職員給与費のほか、議員報酬、退職金、地方公務員共済組合等負担金などを含みます。

職　　　　員　　　　数
対前年増減数 主な増減理由

平成31年 令和2年

消 　 　 防 115人 121人 6 職員条例定数の増

■ 部門別職員数の状況（4月1日現在）

その他、職員手当、勤務条件、分限および懲戒処分、服務、研修などの状況は
鯖江・丹生消防組合ホームページで公表しています。

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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失敗もそれは薬と親はいう	 嵐　喜美枝
命より大切なのは薬だけ	 笹下　利行川 柳同情はされたくないと人の意地	 富田コズエ

成長の歴史部屋には涙跡	 渡辺　照子川 柳

　
「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
が
誇
る
長
い
歴

史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文
化
に
気
軽
に
接
す
る

機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
賛
同
し
た
博
物
館

施
設
が
入
館
料
を
無
料
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

非
常
に
大
切
な
財
源
で
す
。

　
町
で
は
、
納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
み
な

さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
額
の
解
消
を

　
親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

杉
板
（
13
㎝
）
に
木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い
壁
掛

け
を
作
り
ま
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ス
ノ
ー

マ
ン
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
作
っ
て
可
愛
く
飾
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

予
約
制
と
な

り
ま
す
の
で
、

お
電
話
に
て

お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
わ
づ
み
館
で
、
越
前
焼
制
作
を
楽
し
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

越
前
焼
制
作
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

会　
　
期　
11
月
14
日
㈯
〜
21
日
㈯

開
館
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

※
初
日
の
14
日
は
午
後
1
時
開
館
、
最
終
日
の

21
日
は
午
前
中
の
み
の
開
館
と
な
り
ま
す

休
館
日　
11
月
16
日
㈪

観
覧
料　
無
料

場　
　
所

　
織
田
交
流
館
（
雨
田
光
平
記
念
館
2
階
）

※
自
家
用
車
で
お
越
し
の
際
は
、
隣
の
織
田

文
化
歴
史
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ
先　
わ
づ
み
館　
☎
３
６‒

１
９
２
２

　
町
で
は
、
令
和
3
年
度
に
使
用
す
る
町
県
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
通
知
書
を
送
付

す
る
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

　
掲
載
規
格　
縦
50
ミ
リ
×
横
60
ミ
リ（
1
枠
）

　
掲
載
枚
数　
約
3
万
枚

　
掲
載
料　
5
万
円
（
1
枠
）

　
募
集
枠
数　
3
枠

申
込
方
法

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え
て
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
広
告
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
、

広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。

　
版
下
原
稿
は
、
広
告
主
の
責
任
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
締
切

　
11
月
30
日
㈪

　

 

全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
と
県
石
油
商

業
組
合
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災
の
日
か
ら
来

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
、
非
常
時
に
備
え
て
燃

料
を
多
め
に
蓄
え
て
お
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る

第
18
回
関
西
文
化
の
日
の
お
し
ら
せ

11
月
・
12
月
は
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
で
す

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ラ
フ
ト
作
り
『
ス
ノ
ー
マ
ン
ウ
ィ
ン
タ
ー
』

第
12
回
わ
づ
み
館
作
品
展
開
催
の
お
し
ら
せ

納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」　
～
災
害
発
生
時
の
安
心
の
た
め
に
～

　
織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
で
は

「
関
西
文
化
の
日
」
の
2
日
間
、
す
べ
て
の
展

示
を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
　
（
入
館
は
午
後
5
時
30
分
）

　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

図
る
た
め
、
県
と
県
内
市
町
が
共
同
で
税
収
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
11
月
、
12
月

は
、
県
下
統
一
滞
納
整
理
月
間
と
定
め
、
税
の

徴
収
強
化
の
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

期　
　
間

　
11
月
22
日
㈰
～
12
月
25
日
㈮

　
午
前
9
時
～
3
時
（
要
予
約
）

　
※
当
日
予
約
可
（
火
曜
休
園
）

参
加
費

　
５
０
０
円
（
別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
）

※
１
０
０
個
限
定
（
一
日
最
大
15
人
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

入
園
料　
大　
人　
３
１
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園

　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

掲
載
で
き
な
い
広
告

◦
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
も
の

◦
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の

◦
政
治
性
や
宗
教
性
、
人
権
侵
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の　
な
ど

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
被
災
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

石
油
製
品
を
購
入
す
る
車
が
大
混
雑
し
、
燃
料

の
入
手
が
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　
石
油
製
品
は
非
常
食
や
飲
料
水
の
よ
う
に
簡

単
に
備
蓄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
発

生
時
の
安
心
の
た
め
に
、
車
は
常
に
満
タ
ン
を

心
が
け
、
暖
房
用
の
灯
油
は
1
缶
余
分
に
買
い

置
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
県
石
油
商
業
組
合

　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

３
１
５
１

越前町納税通知書送付用封筒（裏面）

▲作品作りに励むわづみ館利用者のみなさん

“わづみ館”からこんにちは

　わづみ館では、陶芸の初心者から上級者まで、その人に合った陶芸体験が可能です。
　長期的に通うことで高度な技術が身につき、利用者の中には、公募展に出展するまで上達した人が
たくさんいます。今回は、これまでに公募展で入賞・入選した作品の一部をご紹介します。

平成 27 年「第 66 回福井県総合美術展」
知事賞

『年縞』　前澤  政信 作　
美浜町久々子湖の年縞をモチーフに、
自然の凄さと神秘さを表現しました。

平成 30 年「第 31 回市美展ふくい」
市長賞

『想』　桝原  肇 作
彫りと造形に注力し、貝の化石、

アンモナイトを想像して創作しました。

作品紹介

問合せ先 　わづみ館　☎36‒1922

わづみ館

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

広報 えちぜん 14広報 えちぜん15 令和 ２ 年 11 月号令和 ２ 年 11 月号



越前陶芸村文化交流会館 耐震補強工事に伴う長期休館のお知らせ
休館期間　10月1日から令和3年3月31日（予定）まで

いたわりの言葉をさがす薬箱	 松村　典子
長命と云いつつ薬飲む羽目に	 武藤　久子川 柳

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

11月の越前陶芸村スケジュール

〜 12/13㈰ 陶芸館秋期企画展　わたしの湯のみ
福井県陶芸館

〜 12/28㈪ わたしのいちおし展
越前焼の館

〜 12/28㈪ Window Gallery　「てにをは」
越前焼の館

〜 12/28㈪ Gallery　ＣＵＢＥ ステイホームのほっこり時間
越前焼の館

〜 1/31㈰ 北陸最大！越前焼『二千色の陶あかり』
福井県陶芸館

7㈯ 陶芸公園の「秋」を集める草木染
越前古窯博物館

21㈯
▼ 

22㈰
越前焼の干支飾りを作って、新年を迎えよう
福井県陶芸館　陶芸教室

22㈰ 陶芸村で越前和紙の御朱印帳をつくろう
越前古窯博物館　天心堂

29㈰ 初雪の頃　～冬の和菓子作り体験～
越前古窯博物館　旧水野家住宅

11/7土

11/22日

11/21土、22日

11/29日

紅葉に赤く染まる陶芸公園で草木染を楽しみませんか？
素材によって色味が変わる草木染であなただけの特別な秋色の一枚を。

越前和紙の高級手漉き襖紙で、特別な御朱印帳を作りませんか？制作
した御朱印帳を当日中に劔神社へお持ちいただくと、御朱印を授かる
ことができます。

陶芸公園の「秋」を集める草木染

陶芸村で越前和紙の御朱印帳をつくろう陶芸村で越前和紙の御朱印帳をつくろう

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174

開館時間／ 9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休館日／月曜（祝日を除く）祝日の翌日、年末年始

越前焼の館
☎32‒2199

開館時間／平　日 10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休館日／年末年始のみ陶芸村だより

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第59回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

糖尿病を知って予防しよう！ 11月14日は世界糖尿病デーです

全国糖尿病週間キャンペーン
　世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するために、国際糖尿病連合と世界保健機関が11月14日を世界
糖尿病デーと制定しています。

糖尿病の重症化を予防するために
　近年、糖尿病の治療をうけておられる人が増えており、町の特定健診を受けた人の3人に2人
が血糖に異常のある人です。これは年々増加しており、血糖に異常のある人の割合が県内1位と
いう結果が出ています。

●「糖尿病予防講演会」開催します。（福井県共催事業）
糖尿病に関心のある人、治療中の人は、ぜひ参加ください。

日　時   11月26日（木）　 午後1時30分〜 2時30分
場　所   織田コミュニティセンター
講　師   こうの内科耳鼻咽喉科　河野光志先生
　　　　（日本糖尿病学会糖尿病専門医）
定　員   40人（予約制）
申込先   健康保険課　☎34–8710

●危険な落とし穴
糖尿病は初期段階には自覚症状がほとんどありません。しかし、高血糖の
状態を放置しておくと、合併症を引き起こします。合併症には神経障害や
腎症、網膜症による失明、更に重症化すると、動脈硬化に関連した合併症、
脳卒中や心臓病などにより命に危険が及びます。その他に免疫機能低下に
より感染症に感染しやすくなります。

●重症化予防のために血糖コントロールを意識
糖尿病の重症化を防ぎ、合併症を予防するためには、定期的に健診を受け
て血糖値などをチェックする必要があります。また、日頃から血糖コント
ロールを意識した生活習慣を身につけることが大切です。 自分の血糖値を
把握することで、悪化の傾向が見られた時にはすぐに対応することができ
ます。「自分の血糖値が分からない」という人は、必ず健診を受けて自分の
血糖値を確認し、早期発見・早期改善を心がけましょう。 町や職場などで
行っている健診は、血糖値を知るための最も身近な手段です。年に1度、健
診を受けましょう。

●自己判断で治療を中断しないでください
既に糖尿病と診断されている人が合併症を引き起こさないようにするため
には、医師、管理栄養士等のもと「食事療法」 「運動療法」に加え、 「薬物療
法」などによる血糖コントロールが必要です。体に感じる自覚症状がなかっ
たり、血糖値が下がっても、決して自己判断で治療を中断しないでください。

期　間	 10月31日（土）～
	 2021年1月31日（日）

の毎週金・土・日曜・祝日
	 （年末年始を除く）
時　間	 17：00 ～ 19：00
	 （最終入館18：30）
場　所	 福井県陶芸館　幽石庭
料　金	 大人　700円
	 高校生以下　300円
	 未就学児無料
	 （資料館入館料込み）

場　所	 福井県陶芸館ショップ

穏やかな光のコラボレーション
企画。2,300灯もの越前焼の間
接照明「陶あかり」が、福井県
陶芸館の日本庭園を照らす幻想
的な光景をぜひご覧ください。

イベント期間中、越前焼窯元の
陶あかり作品を展示販売します。

「越前焼」×「イルミネーション」
「二千色の陶あかり」北陸最大！ 越前焼

陶あかり展
越前焼

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

10/31金〜1/31日

世界と焼物をつなぐ窓辺のギャラリー
『てにをは』。
2か月ごとに新作をお届けします。
11・12月は光窯の司辻健司氏です。

リモートワーク、オンライン飲み会、
家呑みなど、ほっこりしたい自分時間。
そんな時に使ってもらいたい器を越前
焼青年部が作りました。

期　間　11月1日（日）～12月28日（月）
場　所　越前焼の館

期　間　11月1日（日）～12月28日（月）
場　所　越前焼の館

Window GalleryWindow Gallery
「てにをは」「てにをは」

Gallery ＣＵＢＥ
ステイホームのほっこり時間

11/1日〜12/28月

わたしわたしののいちおし展いちおし展

2か月ごとに越前焼窯元の
プチ個展を開催中。
11・12月は踏青舎、豊彩窯、
竜仙窯をご紹介します。
期　間　11月1日（日）～ 12月28日（月）
場　所　越前焼の館

特別講師	 染色家　山口ちとせ氏
日　時	 11月7日（土）  10：00 ～ 14：00
受　付	 越前古窯博物館  旧水野家住宅
料　金	 バンダナ（50㎝×50㎝）   3,500円
	 ストール（180㎝×36㎝） 4,000円
	 昼食に秋の味覚御膳 付き
定　員　30人（11/5までに予約 必須）

特別講師	 ㈱長田製紙所（長田千葉氏、泉氏）
期　日	 11月22日（日）
時　間	 10：00 ～、13：30 ～
場　所　越前古窯博物館　天心堂
料　金　3,950円（御朱印引換券・お抹茶干菓子付き）
定　員　各回20人（予約優先）

2021年は丑
うし

年です。力強さの
象徴であり、「紐」の字に「丑」が使われているように、人と
人を結ぶ縁起の良い存在の「丑」を越前焼で作りましょう。

和菓子の素材や手法を学び、職人さん
の技を目の前で見ながら和菓子作りに
挑戦。
紅葉とゆきだるまの和菓子を作ります。

越前焼の干支飾りを
手作りして、新年を迎えよう

初雪の頃 ～冬の和菓子作り体験～

期　間　11月21日（土）、22日（日）
時　間　14：00 ～	 場　所　福井県陶芸館　陶芸教室
料　金　1,800円	 定　員　各日20人（予約優先）

特別講師　御菓子司　野木
期　日　11月29日（日）	 時　間　10：00 ～、13：00 ～
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　1,500円（生菓子2個・お抹茶付き）
定　員　各回15人（予約優先）

広報 えちぜん17 令和 ２ 年 11 月号 広報 えちぜん 16令和 ２ 年 11 月号
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ボランティア同情よりもお手伝い	 山内　千代
薬よりさする母の手よく効いた	 山谷　ゆり川 柳廃棄する箪笥の跡に母がいる	 司辻　文子

ありがとう心癒やしてくれる部屋	 向当みつ子川 柳

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││ ││

││
├├ ├├

├├

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

乳歯の生え方と歯のケアについて
　生まれたばかりの赤ちゃんの口の中には、むし歯菌はいません。お子さんの歯を守るために、
家族みんなが口の中を清潔に保つことでむし歯菌をうつさないようにしましょう。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
11月 1 日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32−2774
11月 3 日㈫ 織田病院 ☎36−1000
11月 8 日㈰ 藤田医院 ☎34−0044
11月15日㈰ 伊部病院 ☎34−0220
11月22日㈰ 織田病院 ☎36−1000
11月23日㈪ 織田病院 ☎36−1000
11月29日㈰ 両林医院 ☎37−0005
※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♥助産師さんとの座談会（予約制）
11月18日㈬ 午前 9 時30分〜正午 織田子育て支援センター

♠心をいやす相談会（予約制）
11月17日㈫ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）
※電話相談になる場合があります。

♥2歳児歯科健診
11月17日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すくすく教室（予約制）
11月12日㈭ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
11月16日㈪ 午前10時〜 11時30分 朝日保健センター

♥3歳児健診
11月19日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
11月26日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
11月10日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

11月17日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦無料法律相談会（予約制）
11月24日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
11月25日㈬ 午後 1 時～ 2 時 社会福祉センター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

11月13日㈮ 朝日保健センター（朝寿殿） 午後 1 時〜 2 時 ● ● ● ●
定員に達しました

11月15日㈰ 朝日保健センター（朝寿殿）
午前 9 時〜 11時 ● ● ●

受付10時まで

午後 1 時〜 3 時 ● ●

★大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。また、がん検診はすべて事前に予約が必要です。 

♠集団健康診査（予約制）

♥離乳食教室（予約制）
11月25日㈬ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

パネル展示「橋本左内先生を知ろう！」パネル展示「橋本左内先生を知ろう！」

会　期　令和3年3月31日まで
	 （時間／午前10時〜午後5時30分）

場　所　越前町立図書館 2階ホール
	 （休館日／毎週月曜日、年末年始）

主　催　幸若舞の里づくり会

　福井が誇る幕末の偉人「橋本左内」の生涯と偉業を知る
パネル展示をしています。
　15歳で『啓発録』を書き、福井藩主松平春嶽のもとで活躍した左内はどんな人物だったのか？なぜ26歳
という若さで処刑されたのか？福井市教育委員会からお借りしたパネルで、分かりやすく紹介しています。
　また、左内は西田中発祥である幸若舞の一族の子孫であり、宝泉寺幸若・橋本春庵家8代目になります。

図書館だ
より

出典　家族で守ろう！子どもの歯

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

つるかめ教室とはつるかめ教室とは
　各集落センター単位で介護予防サポーターを中心
に実施している体操教室です。地域によって体操の
他にレクリエーションなどを行い、楽しみながら体
を動かしている教室です。

介護予防サポーター養成講座介護予防サポーター養成講座

　いつまでも元気に生活ができるように50 〜 70歳代を対象に、介護予防サポーター養成講座を毎年開催
しています。介護予防サポーターは主につるかめ教室のボランティアとして活動していますが、ほかにも
介護予防サポーター限定で行われる健康についての研修会などにも参加することができます。

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

11月10日（火）までにお申込みください。

つるかめ教室をお手伝いしてくださる

「介護予防サポーター」「介護予防サポーター」を
募集しています

11月13日（金）
午前10時～午後3時30分

月　日
時　間

織田コミュニティセンター会　場

※マスクを着用するなど、新型コロナウイルス感染予防にご協力を
お願いします。

水分補給ができる物・マスク持ち物
無　料費　用
越前町の現状について
ボランティア活動について
認知症予防・対応について
介護予防体操の講義・実技
つるかめ体操実践

内　容

橋本左内を知る本
『橋本左内　時代を先取りした男』 … ……………  福井テレビ取材班
『橋本左内　コミック版日本の歴史』 … …………………  加来　耕三
『麒麟　橋本左内伝』 … ……………………………………  岳　　真也
『橋本左内』 … ………………………………………………  白崎昭一郎	 ほか

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

I n f o r m a t i o nえちぜん
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

平凡な幸せを編む夫婦部屋	 原　　榮子
一人暮らしのネグラへ温い福祉の灯	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 11月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 11月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 11月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 要問い合わせ 34–1110

宮崎中央保育所 11月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 11月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 11月は実施しません 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要問い合わせ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 11月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 11月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 要問い合わせ 36–0396

た い ら 保 育 園 要問い合わせ 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（10月1日現在）

人　口	 21,029 人

　男	 10,232 人
　女	 10,797 人
世帯数	 7,249 戸

（前月より33人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
越
前
町
役

場
新
庁
舎
入
庁
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
で
す
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
、
青

柳
町
議
会
議
長
、
各
地
区
の
区
長
会
長
、
地
元
区
長

が
参
加
し
、新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、内
藤
町
長
が「
町
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
く
、親
し
ま
れ
る
役
場
と
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
青
柳

町
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、新
し
い
庁
舎
の
見
学
会
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
は
新
庁
舎
の
特
徴

や
各
フ
ロ
ア
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
今
月
号
の
特
集
は
、カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て

越
前
町
役
場
新
庁
舎
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
の
外
観
は
、町
内
に
残
る
伝
統
的
な
民
家

を
モ
チ
ー
フ
と
し
、水
平
な
軒
先
と
格
子
状
の
柱
を

際
立
た
せ
、漆
喰
の
白
壁
の
よ
う
に
外
壁
を
白
く
す

る
こ
と
で
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
も
、
越
前
町

ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

中
に
入
る
と
、
各
所
に
町
産
材
を
利
用
し
て
い

て
、木
の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
開
放
的

な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
11
月
9
日
か
ら
全
館
業
務
開
始
と
な

り
ま
す
。
職
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
職
務
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8888

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑫⑫  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

11月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイル TV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
が
経

典
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

	

ブ
ッ
ダ
は
紀
元
前
五
～
四
世
紀
に
活
躍
し
た

歴
史
上
の
人
物
で
す
が
、生
存
中
に
彼
の
教
え

が
経
典
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

	

ブ
ッ
ダ
の
入
滅
直
後
、高
弟
で
あ
る
摩ま

訶か

迦か

葉し
ょ
う

が
五
〇
〇
人
の
修
行
者
を
集
め
て
会
議
を
行

い
ま
す
。

	

こ
こ
で
は
、ブ
ッ
ダ
の
説
い
た
教
え（
経
）と
、

ブ
ッ
ダ
の
定
め
た
生
活
規
則（
律
）に
つ
い
て
、

弟
子
た
ち
が
暗
誦
し
て
い
た
内
容
を
確
認
し
、

ま
と
め
て
い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

「
第
一
結け

つ

集じ
ゅ
う」と
呼
ば
れ
る
出
来
事
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
ブ
ッ
ダ
は
、
弟
子
た
ち
の
能
力
や

素
質
に
ふ
さ
わ
し
く
法
を
説
い
た
た
め
に
、そ

れ
ぞ
れ
が
教
え
ら
れ
て
い
た
内
容
に
異
同
が

生
じ
ま
す
。

	

そ
こ
で
、
ひ
と
つ
ず
つ
内
容
を
確
認
し
、
編
纂

す
る
作
業
が
必
要
で
し
た
。

	

こ
の
第
一
結
集
に
よ
っ
て
初
め
て
経
典
が
成

立
し
ま
し
た
が
、い
ま
だ
内
容
を
文
字
に
表
す

こ
と
は
な
く
、口く

受じ
ゅ

に
よ
っ
て
法
が
伝
え
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子 

ブ
ッ
ダ
の
入
滅
後
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
経
て
、

「
第
二
結
集
」が
行
わ
れ
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

第
二
結
集
で
は
、生
活
規
則
の
う
ち
一
〇
項
目

を
め
ぐ
っ
て
、教
団
内
に
対
立
が
生
じ
ま
す
。

	

次
に
示
し
た
の
が
、「
十

じ
ゅ
う

事じ

の
非
法
」と
さ
れ
る

一
〇
項
目
で
す
。

①
塩
の
貯
蔵

②
正
午
以
降
の
食
事
の
摂
取

③
す
で
に
食
事
を
済
ま
せ
た
も
の
が
、村
に
入
っ

て
新
し
く
用
意
さ
れ
た
食
事
を
摂
る
こ
と

④
同
一
の
境
界
内
の
住
処
で
別
々
に
集
会
を

行
う
こ
と

⑤
一
部
の
比び

丘く

の
み
で
集
会
を
行
い
、他
の
比

丘
に
は
事
後
承
諾
で
済
ま
せ
る
こ
と

⑥
和
尚
や
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

の
習
慣
に
従
う
こ
と

⑦
食
後
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
状
に
な
っ
て
い
な
い

乳
を
飲
む
こ
と

⑧
発
酵
し
た
樹
液
な
ど
を
飲
む
こ
と

⑨
装
飾
の
あ
る
坐
具
を
使
用
す
る
こ
と

⑩
金
銀
を
受
け
取
る
こ
と

Ｅ
子 

か
な
り
細
か
い
こ
と
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る

の
に
驚
き
ま
し
た
。

学
Ｍ 

第
二
結
集
の
結
果
、仏
教
教
団
は
保
守
派
で
あ

る
上

じ
ょ
う

座ざ

部ぶ

と
改
革
派
で
あ
る
大だ

い

衆し
ゅ

部ぶ

に
分
裂

し
ま
す
。こ
れ
を「
根
本
分
裂
」と
い
い
ま
す
。

Ｅ
子 

な
ぜ
、
規
則
を
め
ぐ
っ
て
、
教
団
が
分
裂
す
る

ほ
ど
の
争
い
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、次
回
に
お
話
し
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】
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教
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研
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島　

春
子
さ
ん
（
92
歳
）

上
川
去	

原　

静
雄
さ
ん
（
73
歳
）

乙　

坂	

清
水　

安
男
さ
ん
（
93
歳
）

小　

倉	

青
山
フ
ユ
子
さ
ん
（
96
歳
）

小
曽
原	

山
内
清
次
郎
さ
ん
（
89
歳
）

小
曽
原	

松
原　

貞
子
さ
ん
（
76
歳
）

梅　

浦	

松
山
加
代
子
さ
ん
（
81
歳
）

　

宿	

福
澤
下
右
衞
門
さ
ん
（
78
歳
）

小　

樟	

澤　
　

繁
子
さ
ん
（
93
歳
）

大　

樟	

川
端　

惠
子
さ
ん
（
66
歳
）

道　

口	

山
口　
　

強
さ
ん
（
73
歳
）

米　

ノ	

中
村　

誠
治
さ
ん
（
71
歳
）

上　

野	

水
島
日
出
夫
さ
ん
（
76
歳
）

杉
の
花	

水
島　

榮
子
さ
ん
（
80
歳
）

市　

場	

水
谷　

文
夫
さ
ん
（
76
歳
）

平　

等	

吉
田　

定
一
さ
ん
（
93
歳
）

上　

戸	

杉
森　

壽
信
さ
ん
（
73
歳
）

萩　

野	

杉
本
ト
シ
ヱ
さ
ん
（
82
歳
）

■ 特別番組
プレイバック「こしの都子ども伝統文化交流祭」
過去に放送した８回のステージを振り返ります。太鼓
や舞、神楽など子どもたちの受け継ぐ伝統芸能をお楽
しみください。

【11月22日㈰、23日（月・祝）】

※新型コロナウイルス感染症に関する
地域情報番組を放送しています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55〜　　②12：55〜
③19：55〜　 毎日5分間放送中 !
越前町役場新庁舎について（後編）

【11月1日㈰～11月6日㈮】
越前 蟹と水仙の文学コンクール作品募集

【11月7日㈯～11月20日㈮】
冬の対策は万全に

【11月21日㈯～12月4日㈮】

学芸員 M

E 子

八　

田	

井い
の

上う
え　

心こ
の
か椛

（
高
宏
、
女
）

八　

田	

江え

川が
わ　

琴こ
と

美み

（
公
康
、
女
）

茂　

原	

盛せ
い

也や　

穣
じ
ょ
う
史じ

（
拓
人
、
男
）

高　

佐	

小こ

酒さ
か　

凛り

月つ
き

（
隆
矩
、
男
）

市　

場	

幸こ
う

山や
ま　

世せ

奈な

（
流
気
、
女
）

　

堤	

河か
わ

原は
ら　

大や
ま
と和

（
り
か
、
男
）

上　

戸	

杉す
ぎ

森も
り　

あ
こ
（
真
樹
、
女
）
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地
域
の
可
能
性
を
育
む

丹
生
高
等
学
校

基本情報
■	

大
正
14
年
に
朝
日
村
立
丹
生
実
科
高
等
女
学
校
開
校
。

	

昭
和
23
年
に
県
立
丹
生
高
等
学
校
開
校
。
同
窓
生
約
１
７
０
０
０
人
。

■	

全
日
制
普
通
科
１
学
年
約
１
４
０
人
。
生
徒
の
約
7
割
が
進
学
。

■	

令
和
元
年
度
の
主
な
進
学
先
は
、
福
井
大
、
福
井
県
立
大
、
群
馬
大
、
敦
賀
市
立

看
護
大
、
公
立
小
松
大
、
福
井
工
業
大
、
仁
愛
大
な
ど
。
主
な
就
職
先
は
、
福
井

村
田
製
作
所
、
信
越
化
学
工
業
、
ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
工
業
、
光
道
園
、

ギ
ャ
レ
ッ
ク
ス
な
ど

特  集

満足度の高い3年間を過ごせるように満足度の高い3年間を過ごせるように

■	授業公開を行います
11月17日から20日まで、授業公開および研究授業週間
です。詳細は、丹生高校のホームページをご覧ください。

■	中高一貫説明会を実施します
町内の中学校で、中学2年生の保護者対象の説明会を実
施します。詳しくは、各中学校にお問い合わせください。

■	ホームページをご覧ください
生徒の活躍する様子、学ぶ様子をリアル
タイムで発信しています。ぜひご家族で
ご覧ください。

丹生高等学校からのお知らせ

　平成17年から中高一貫教育を開始し、現在、町内の中学生のほぼ半数が進学する丹生高校。越前町の
将来を担う子どもたちが安心して学ぶことのできる丹生高校の教育活動について、お伝えします。

■ ホッケー（男子）
■ ホッケー（女子）
■ 硬式野球
■ 弓道（男子）
■ 弓道（女子）

■ オーケストラ
■ 写真
■ 調理
■ 美術・書道

■ JRC
■ 茶道
■ ESS

運動部 文化部
■ バレーボール（男子） 
■ バレーボール（女子） 
■ 卓球（男子）
■ 卓球（女子）
■ バスケットボール

■ ソフトテニス（男子）
■ ソフトテニス（女子）
■ サッカー

学びの特色1
丹生高校は、生徒の主体的な学習活動や学び合い、教え合いにより学力の向上を図ります。
生徒一人ひとりの進路実現に向けて、全校体制でサポートします。

めざす生徒像2
知・徳・体の調和のとれた活力ある人材を育てます。
・清廉で伸びやかな生徒　　　　　
・意欲的でひたむきにかんばる生徒
・責任のある行動ができる生徒　　
・他者の個性や意見に寛容な生徒

一人ひとりのニーズに対応した授業を実施しています

かけがえのない青春を仲間たちと過ごし、豊かな人間性を養います

生徒たちは、様々な行事を通じて学び合い、充実した高校生活を送っています

夢を実現するために様々な取り組みを行っています

ICT を積極的に活用

先輩と語る会

ジュニア・インターンシップ

外部講師による面接指導

進路別学習（小論文模試・志望理由書）

初めての人生設計　ライフプランニング

様々な夢に適した進路ガイダンス

グループで深める

タブレットを取り入れた授業

少人数講座によるていねいな指導

部活動
「仲間との絆」

「あきらめない心」
部活動でしか

味わえない感動や
充実が得られます

学 習
先生と生徒で
真剣に取り

組み、授業力を
向上する研究に
取り組みます

行 事
多彩な学校行事を通じて

自主的で主体的な力を伸ばします

部活動

年間行事

学習指導

進路指導

丹生高等学校からのお知らせ
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

●はぎの子育て支援センター●

輝け！ No.5

　おうちの人とお子さんが、笑顔で居心地良く過ごせて、子育てが楽しくなるような居場所
づくりを心がけています。育児について、分からないことや気になることなど何でもお聞き
します。お気軽に遊びに来てください。	 はぎの子育て支援センター　☎36–0396

行ってみよう！子育て支援センター

11月の予定
 4 日（水）  にこぴよクッキング
11日（水）  てしごとびより
18日（水）  ベビーマッサージ
	 （要予約）
25日（水）  看護師さんとの
	 おしゃべり会
☆誕生会・身体測定（随時）

おうちの人と
手作りタイムを
楽しんでいます。

海
み

土
ど

里
り

ちゃん

白菜と豚肉のおろし煮
材料（約5人分）

豚肉……………………………200g
酒（肉下味用）…………… 小さじ1
しょうゆ（肉下味用）…… 小さじ1
炒め油………………………… 適量
糸こんにゃく…………………150g
だいこん………… 250ｇ（1/5本）
はくさい………… 250g（1/5個）

にんじん………… 100g（小1本）
ぶなしめじ…………………… 50g
しょうゆ………………… 大さじ2
さとう…………………… 小さじ2
みりん…………………… 小さじ1
水…………………………… 100ml

①糸こんにゃくは、下茹でしておきます。
②豚肉は酒、しょうゆにつけておきます。白菜は短冊切り、
にんじんは千切り、ぶなしめじは子房に分けておきます。

③豚肉を炒めます。次に人参を炒め、はくさい、しめじ、
糸こんにゃくを煮ます。

④大根をおろし加えます。最後に調味料を加えて味を調え
たら出来上がりです。

作り方

みどりちゃん
のひとこと白菜に含まれるカリウムは煮ると汁に溶け出してしまうので白菜を汁ごとたべる
煮物や鍋物が
おすすめです。

海土里ちゃん

教えて  第5回

てしごとびよりてしごとびより

ベビーマッサージベビーマッサージ

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進マスコットキャラクターの越前 海土里です。
　今回は、「白菜と豚肉のおろし煮」を紹介します。今回ご紹介する料理の白菜にはカリウムがたっ
ぷり含まれているのが特徴です。カリウムはナトリウムを排出するはたらきがあるので塩分のとり
すぎを防いでくれます。

からだとこころに
優しいレシピを
紹介しています。

子どもさん
と

ふれあいながら、

笑顔がいっぱい

広がります。

にこぴよクッキングにこぴよクッキング

お誕生会お誕生会
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